
拡
大
支
部
代
表
者
会
議
が
、
８
月
20

日
13
時
よ
り
地
本
事
務
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
議
で
は
、
全
国
大
会
の
報
告
・
エ

リ
ア
大
会
の
報
告
が
さ
れ
、
各
出
席
者

か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
全
体

で
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
上
石
委
員
長
か
ら
「
全
国

大
会
は
、
役
員
の
辞
任
で
選
挙
に
な
っ

た
が
、
運
動
方
針
は
決
定
さ
れ
た
。
新

潟
地
本
と
し
て
団
結
し
組
織
拡
大
を
含

め
、
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
代
議
員

組
織
拡
大
を
発
言

全
国
大
会
報
告

田
澤
書
記
長

「
す
べ
て
の
代
議
員
か
ら
組
織
強
化
・

拡
大
の
発
言
が
あ
っ
た
。
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
を
全
体
で
認
識
し
て
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
来
賓
の
弁
護

団
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
も
組
織
拡

大
に
ふ
れ
て
い
た
。
国
労
運
動
、
職
場

活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
他
労
組
へ

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。
日
常
の
職
場
で

の
取
り
組
み
な
ど
、
国
労
組
合
員
の
魅

力
だ
と
考
え
る
。
な
ど
な
ど
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。
代
議
員
の
発
言
は
、
経
過

で
６
名
・
運
動
方
針
で
24
名
の
発
言
が

あ
っ
た
。
運
動
方
針
に
対
し
て
補
強
案

が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
関
係
で
、
執
行

委
員
長
・
書
記
長
・
執
行
委
員
が
辞
表

を
提
出
し
選
挙
に
な
っ
た
。
混
乱
し
た

大
会
だ
っ
た
が
運
動
方
針
は
決
定
さ
れ

た
。
新
潟
地
本
と
し
て
も
団
結
し
運
動

を
進
め
て
い
こ
う
。
」
と
田
澤
書
記
長

か
ら
全
国
大
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

エ
リ
ア
本
部
大
会
報
告

福
富
執
行
委
員

東
日
本
本
部
定
期
大
会
の
報
告
は
福

富
組
織
部
長
か
ら
「
代
議
員
の
発
言
は

組
織
拡
大
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
発
言

は
、
経
過
で
６
名
、
運
動
方
針
で
17
名

だ
っ
た
。
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
、

学
習
会
の
開
催
、
レ
ク
活
動
な
ど
が
拡

大
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
駅
の

遠
隔
操
作
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

な
ど
発
言
が
あ
っ
た
。
社
員
の
駅
業
務

が
忙
し
く
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
権
投
票

は
全
代
議
員
は
○
で
投
票
し
た
。
」
と

あ
り
ま
し
た
。

拡
大
支
部
代
表
者
会
議
は
、
13
時
か

ら
約
１
時
間
で
し
た
が
、
大
会
報
告
、

質
疑
な
ど
あ
り
、
そ
の
後
、
全
体
で
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

８
月
が
終
わ
り
今
年
の
夏
も
終
わ
り

で
す
ね
。
全
国
大
会
、
エ
リ
ア
本
部
大

会
が
開
催
さ
れ
、
闘
う
運
動
方
針
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
、
少
し
混
乱
し
ま
し
た

が
運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
全
体
で
意
思

統
一
し
ま
し
た
。
新
潟
地
本
も
代
表
者

会
議
で
報
告
さ
れ
、
混
乱
な
大
会
で
し

た
が
運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
新
潟
地
本

と
し
て
も
団
結
し
運
動
を
進
め
て
い
こ

う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

最
重
要
課
題
で
あ
る
、
組
織
拡
大
を

全
体
で
取
り
組
み
、
職
場
活
動
の
活
性

化
を
図
り
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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「
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
支
援
新
潟
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。
国
労
本
部
の
闘
争
指
示

に
よ
り
全
国
的
に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

６
月
に
、
東
京
高
裁
で
不
当
な
判
決
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
原
告
団
は
、
控
訴
人
、

１
４
１
名
中
１
３
５
名
が
直
ち
に
最
高
裁

に
上
告
及
び
上
告
受
理
の
申
し
立
て
を
行

い
８
月
末
９
月
初
旬
に
客
室
乗
務
員
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
書
を
高
裁
に

提
出
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
開
催

８
月
26
日
に
実
行
委
員
会
を
新
潟
地
区

労
会
議
事
務
所
で
開
催
し
11
月
に
具
体
的

に
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を
実
施
し
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
最
終
日
に
新
潟
市
で
宣
伝
行
動
と

集
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
は
、
県
労
連
や
地

区
労
会
議
に
結
集
す
る
労
働
組
合
、
民
主

団
体
な
ど
広
範
に
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

新
潟
で
の
集
会
は
、
２
０
０
名
規
模
の

集
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
組
合

員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
労
働
協
約
の
取
り
扱
い
○

国
労
本
部
並
び
に
国
労
規
約
第
57
条
に

よ
る
エ
リ
ア
本
部
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め

の
準
備
指
令
並
び
に
指
令
が
発
せ
ら
れ
た

場
合
、
そ
の
都
度
、
各
会
社
に
対
し
て
労

働
協
約
に
基
づ
く
手
続
き
で
行
う
。

労
働
協
約
第
59
条
～
組
合
が
争
議
行
為

を
行
う
場
合
に
は
、
日
時
及
び
場
所
並
び

に
争
議
行
為
の
概
要
を
10
日
前
ま
で
に
、

ま
た
、
争
議
行
為
の
目
的
、
形
態
、
規
模

日
時
、
期
間
及
び
場
所
等
の
具
体
的
か
つ

詳
細
な
内
容
を
そ
の
72
時
間
前
ま
で
に
文

章
を
も
っ
て
会
社
に
通
知
す
る
も
の
と
す

る
。組

合
が
争
議
行
為
の
予
告
内
容
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
会
社

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

具
体
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て

準
備
指
令
が
発
せ
ら
れ
た
時
の
手
順

①
国
労
本
部
は
、
争
議
行
為
を
行
う
た
め

の
準
備
指
令
を
発
す
る
。

②
国
労
本
部
は
、
労
働
法
37
条
に
基
づ
き

行
政
機
関
に
通
知
を
行
う
。

③
国
労
規
約
第
57
条
に
基
づ
き
エ
リ
ア
本

部
が
争
議
行
為
を
行
う
場
合
も
同
様
と

す
る
。

④
各
エ
リ
ア
本
部
は
、
会
社
に
対
し
て
10

日
前
ま
で
の
争
議
概
要
を
通
知
す
る
。

国
労
本
部

（
資
料
・
労
働
者
の
権
利
に
つ
い
て
）
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国労東日本本部マラソン大会が１１月

１５日（土）に開催されます。競技は５

キロの個人マラソンと駅伝競技が行われ

ます。多くの組合員の参加をお願いしま

す。


